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序

1970年代の緑ブームは、一段落したのち、雌近になって呼び111民的関心を集めてきた。地球規模での緑涜源の消

滅、二酸化炭素濃度、砂漠化、鮫性雨などの柵1111趣がようやく認拙され、又、生活に潤いを求める人々の思いが商

まってきたからと思われる。

ところで、緑化推進のかけ声のなかで、新しい緑地造成も堅実に鵬'1Mしているが、械維に並点をおいてその後の

保渡符理が適切でない現地が数多い。その原Iklj)一つである病飢、轡虫の砿紬や生態、更に、具体的な防除対簸と

いうことになると、まだ不lﾘlな点が多いことがあげられる。

本県は、全国有数の苗木生産県であるとlnl時に、棚繭l市、北ﾉし州iliの閥百万都市をｲiしているため、早くから環

境緑化を進め広範囲に緑地を造成している。

従って、本場では、造林樹秘のみならず他のｲi川棚極の生産技術から病虫害の分野についても研究業賊を蝿！(し

てきた。これらの諸業賊のうち、小河専i"j研究uが永年にわたI)研究洲盃してきた肘木の病害について取りまとめ、

緑化|M1旭が再燃してきたこの機会に刊行することにした。

林業・緑化|則係の業務に|H1係する各位の参考になりお役に立つことができれば幸いである。

柵|出l県林蕊試験助股池田一雄



福岡県における樹木の病害

小河誠司

DiseasesofWoodyPlant50bserved

inFukuokaPrefecture
●

s｡iザ Ogawa

SUMMARY

1.Intl1ecourseof〔hs“scsurvcyofwoodyplantsinFukuokaPrefec1ureovertenyearsfroml9741ol983,25(）

diseaseswerelistedwilhl6(）planlspecicsandvarieties，1帖plantgenusesbelongingto53families・

TheobservationwasmademaiI1lyin4placGs，I1amclythesamplcforestofFukuoka-kenForestExperiment

StationinKurogiTown，KurumeCityCulturalCcI1ter，KitakyushuCityAgI･iculturalDisscminatioI1Centerand

thcornamentaltreesgrowiI1gareainTanushimaI､uToM1・Amongmanydjseasesrecorded，leafspoLscausedby

Ceγcospoγαspp・we1℃obscr唾dwith85planIspccies，rustdjseaseswilhl6plantspecies,anlhracnoseandleaf

spo1scausedbyPﾉly〃Osliciaspp、withl3pIantspecies，powderymil〔lcwwithllplanlspcciesamdleafblight

causedbyPestaIo閲aspp・with9plalltspecics・Thesewereprevalenlwit}】maI1yplantseveryycar．

2.lI1FukuokaPrefeclure，thcl“fspotdiseasescausedbyCeγcosporaspp・havebeenrecordcdwithll3plantspe‐

ciesandvarietiesbelongingto43families,and（hoserecordedafterthemoI1ographofKatsuki（1965）tol983

reach52plantspecicsandvarietiesbelongingto24families・

A1,nualandseasonalincidenceoft}'edjseasescausedbyCGγcospoγαspp，witI129plantspccicswasrecorded

l976tol983･Will132speciesaffecledwil}，lhediseasescausedbyCeγcospoγαspp・obsG【･vcdbylhepresent

writersince1974，1},esymptomsofthedis“ses，morI〕hologicaIc},aractcristicsanddcvclopmcl,talprocessesare

dCscribed．

3.OutofdjseaseoICercospoγαcollectedfroml974Iol983inFukuoka，24diseaseshavebeenrccordedasnewspe－

ciesornewhos1sinJapa11．T},eyarelistcdI1cxtI〕age．
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,l､iI1識ifl：編|随l県におけゐ樹木の満ii；
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1はじめに

「緑」の緋つ''1然調節機能にk､ける側心が1脚iまって

久しい。1970年代に造成された緑地は、それぞれの環

境に適応した緑地に生災しつつあう。そのIlIで、緑を

維持符恥する過礎で病審虫がIｲ立ち始めていも。

当県は、111林川苗木および緑化Illn'i水'|I雌の膿んな

地ﾉﾉであり、その生産、流通Iitも多い。従米のいわゆ

る唯lfl水として生産されてきた棚11の他に、’'1然の''1

野に生育していら数多くの樹祁が吋箪として遊ばれて

きている．このように、多棚祁ｲliIl侭段Wfになり、緑地

1111｜I‘i木主産地,緋でも極々 の問題が僻ち上が)てきていた。

時沸に応じて、1975～1976年の2か年、Ihllii捕肋メ

ニュー‘猟題として「緑化樹木病海虫禅の緑地形態別伽

噸とその分布に側する調盃」に参りIlすう機会を得て、

袖|柚lﾘ111〈15か所の調査地で約200iIの樹棚について調

査し、数多くの病害虫を観察した。

その後、今11まで機会あるごとに、造林111および緑

化''1樹砿のり"謀について洲査し、160棚伽、25()仙賊の

病脊を観察した。すす病など病原i¥iの所IJIの険‘前を行

っていないものも多数あるが、とりあえず凡〃l;までに

i1卜た紡鵬をここにとりまとめた。

瓶原哨の同定は、農林水産?i林災拭験j鮒,l､林享夫博

士、l耐l東北支珊陳野好之'1ﾘ士、｜前1ﾉL州支j↓》柵本，ドー .似

漉部及にお願いし、樹伽名は､福IMI県林試研究涜料No．

8に準じた。調査とりまとめには、111蝿池''1雄瑚

量、’'1脇康博11川課陵始め利用課uの儒搬の術猟．助

言を僻、また蛮料整理には元付フミヨ、八111災代fさ

んの媛肋をいただいた。ここに11ノくむ礼IlIし｜:げるっ

Ⅱ観察したり丙答と発摘粍度

‘淵代時期は、蛎害発生が確認され易い7～l()11に蝶

,|,している”また、山ijﾙに持ち込まれたﾙ岬;:雛定分に

ついては、なるべく現地を確認-j-ることにした,，数多

くの州伽を対象にした洲介lul数は、197.1ｲ|;から1983ｲ|§

まで約501111である。

‘iMl術にあたり、被¥鋤i状の'1)|硫な葉または枝・裟群

を採取して従”j片を作成し、あるいはIMi体をかきと

ゾて、光学肌i微鏡ドで剛察した。オ〃原'櫛のlIil定確認は

出来る限:)、，l､林‘;”ﾐ'1リ|:らに{k紺した。

まず、炎－1に槻壊した"j弧のり〃私、揃原I間、奇1；

繭の学橘および碓病{!雌をボした。発瓶碓喚の〃'〔は、

観察した1'1で11tも激しい唯状を,kした株のものである。

炎－2では病原1Wのﾙ”lに姥化した樹郁数を記載した。

本,測盃地のiiなものは、，'”兇本l側(八女Ⅲ燃木町)、

久留米Ili文化センター、｜ﾉ1111緑地述設株式会社（浮羽

郡lllji九町)、北ﾉし州,|i農リドセンター兇本|判の4か所

であも。

本,11街では、緑化111州水のり〃jlf、しかも龍の病害を

多く観察している。伎・裟の珊合は、I断水の先端部枝

枯れ茅の訓街が雌かしぐ、原lklがIﾘl確にしにくいのに

比べて、難の被密は、j11i状がlIjl雌であり、肉''1↓的に発

兇し坊い為と〃えられも。また、材【'i腐朽繭による被

;i;:は、随lりllIilの肌硫では観察が|*I雌で、仙然-』.･実体が

確認でぎたj附介に限られも。

本県で観宋伽秘した〃i弧の婚|ﾐ樹伽数は、53科lO6

脇160極（変flIを含む）であ-’た｡ｵ〃原菌のグループで、

発生樹穂放を兇もと、Cercospora腿淵によゐ病気、

さび瓶、炭そ蛎、Pﾉw〃0s〃Clα帆I料による病気、

うどんこ病、べｽﾀﾛﾁﾌ゙ "jの11Ⅲであった｡1972年お

よび'973年に12県で災施された緑化樹木満‘if発生実態

調企結災（'1､林、1975)’'8）によゐと、発生||Al所数は、

うどんこﾙ)j､CercosPora鵬i¥iによつ病気､べｽﾀﾛ

ﾁﾌ･ﾘI)j、P/,""(,s"Cl(Iル“iによる#〃気、さび病、炭そ

り〃（すず病除外）の''1i位となり、発生樹iI数では、ベ

スタロチア瓶、P/,""0s"Clα鵬繭による蛎凱、Cercos‐

pOra脇I¥iによる1)舷i，うどんこ〃j、炭そ瓶、さび病

のllMiとなっている。順位の入れかわりはあるものの、

以|:6ル鯛iが樹木の特に脱1‘(緑化樹木の摘原繭として、

亜甥な位縦をIIiめでいることがIlj確認できた。堀j-l:・

'1,林（1983)34）も束求郁1k神代植物|側における観賞緑

化樹木の洲榊;2,洲f群‘!i染で、このことに触れている。ま

た、すず瓶については、i‘I願の洲俺を行っていないこ

とと、カイガラムシ剛・アブラムシ噸・キジラミ餓禅

の魁kとの|H1地が多いこともあり、炎－1，2から除

外した。

リハ気の被帝i;:WI雌は、炎－1のとおりであるが、発生

Ⅱ判りl東については、c(,,．‘･"ぷp（,,｡“脇1%iの部の病謀を

除き、充分に,ﾘAl命していないので、今後の恢紺課迦と

したいり
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表－1福岡県における樹木の病害
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病原菌（寄生繭）

PatI1ogcl1(Parasitc）

病腐

Nameofd脂c“c
寄生械物 HoslplaI1t

とうそうﾙ;；

白星病

５
２

Spﾉlα“jomazGI加1)“

Sep1oriaa6“c“G

ケヤキ ZGj肋”serγ“a

クワ科

イヌビワ

モクレン科

タイサンボク

コブシ

Morα““

Fj“se/ecta

Mag710〃α““

〃α“0"αgrandiβoγα

〃α邸0〃α肋加s

さび病 4PhaADp§orα”shi血71a

白も病

すす葉枯病

炭ii綱

斑点性細菌病3）

３
４
１
３
３

CGphaI“γ“〃か““7Is

CercosporasI)．

VnIsa城aji,”“6）

GIC畑eγe〃αci7噸,41afa

病原菌不詳

ユ'ノノキ LかjOd“dr0n“ipi/bγa

クスノキ科

クスノキ

LqMrq““

Cmmmoml4mcamphora 炭戒病

ビロード病

白も病

白も病

さび病

白も病

GIomere〃αcjn願J1“a 3

12）VnjSaSp,4）B“7y“Pﾊ“riaSP、
12）

Guj召71αrdiasp・

Eriophy“maIpighiqms 2

CeP加j“lostﾉ〃“cms 3

CG”αﾉ“ICS"γ““"8 3

物cosp伽ere"asp､4）PesIaI｡"＠sp§）2
E71dbp的"ummqcA"』4

Cep地！“ICS“resCms 2

二ツケイ

ケッケイジュ

テンダイウヤク

タブノキ

タイワンイヌグス

メギ科

ホソパヒイラギ

ナンテン

αｧmamom江msje60Id〃

LaM向48mtﾉi〃s

Linderaerithγocama

MacAij“【伽､62噸ii

PAoe6e／brmosana

Ber6eri血ceae

Mophoniα/bγ如加ei すすかび病

うどんこ瓶5）

CGrcosporaoga1"“2

所 属不詳5

4）Phomopslssp､4）Mycospﾉiaeγe"αsp．－

EpiCOCCumsp､4）

２
３

Mopﾉ'0派ajaponica

Nand伽αdomes〃ca

Lardizq6aIα““

AAe6jq肺加"“a

炭痘病

紅斑病

Gjomere〃αCmgT4jala

CeγCosporanα"｡m“

ヒイラギナンテン

ナンテン

アケビ科

ミッパァケピ さび病

うどんこ病

３
３

凡cc航ja71igγOCC"oid“

Micγosp加eγααAe〃Qe

ツバキ科

詳菟|”

Wlmc“e

Cqmeriaspp． 白も病

炭痕病

もち病

ペスタロチァ綱

ウイルス綱

もち瓶

萎黄揃14）

２
２
５
２
’
２
５

Cep加！“ICSU〃“C“S

CO〃“ojγIC伽mca7”〃iae

E工o6as雌凹mcmne〃i“，E､gγαc〃e

Pestajo〃α9，J“mi

Virus3）

E工O6asjd血mUe工“s

Ⅵrus

Cqme〃iasme7lsisチャノキ
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発瓶穏度＊
桝I;噸（寄生繭）

Pat},gc11(Para恩i1c）

病名

NamCofdi吟§casc

Disease

s《pvcriw

寄生械物 }I〔)瓢I)llM11

白も病

炭ｲi(病

IとIも病

すすかび病

Ce”α/“rosUzres“"s

GjOGOspor加加sp・

CGphq/“r“Wr“C“S

Ccrcosporqsp．

２
１
３
５

サカキ C/(〃(Pγ(】ノ(Jp()7Mm

ヒサカキ

ナツツパキ

オトギリ､ノウ科

ピヨウヤナギ

マンサク科

ヤマハンノキモドキ

マンサク

スズカケノキ科

スズカケノキ

ユキノシタ科

アジサイ

トベラ科

トベラ

バラ科

（シモッケ亜科）

ケアメ'ノカシモツケ

シモツケ

Eu7Wuノα"o脈“

SIG脚qr1japs“do-c(』刀肥〃cq

Gtjf"んr“

〃ypcrl“"ICﾉ1m“se

〃αmQmP〃血““

FbIAe噸j〃α〃1071〃“j〔】

〃αmqmc"8ノaponjca

Pjatα”““

PIqm”sorjGnfq〃8

s“j/rqgα““

"ydranば“ｱnqcｱ･op伽"α

P〃losporqc“e

ﾉ〕〃!“pommfo6im

R｡“c“ど

（Spiγ“oid“c）

ﾉｯ'”0“、“｡〃〃ん〃"s

Sﾉ)か“αノα“"jca

6）
Djscosiqsp． 4

すすかび病6）

縄斑病

５
３

Ce『cosporasp・

CGrCospora地刀,αme〃djS

洲点病 CerCoSporqpIa1”j/bIia 1

炭病 αo刀lere〃αc加伊』I“a 5

炭ｿii病4） CO〃Gt0けic加msp． 1

洲斑病7）

うどんこ"；

すすかび病8）

うどんこ瓶

ccγcospoγasp〃“i“/α

＊
Ceγ“spoγαsp･

Podbsp伽erasp･

Cercosporasp．

＊
Uhci”Iasp．

＊
Phy〃Cs〃clasp．

５
１
２
５
３
－

ユキヤナギS･I加加6eγg〃

（バラ亜科）

エクソコルダ剛

（サクラ亜科）

サクラ噸

（Rosojdme）

EzocAor〔血gjraIdii

（Pmnoidme）

P、”sspp．

禍斑病9） Ce7cosporaexocAoγ血e 5

斑点病

穿fuM斑病

てんぐす病

こうやく病

柵色こうやく病

胴枯病

CcrcosporqPT皿iCoIa

Cer“SPOγα“γase〃α

7℃”γ､α“es〃eγj

Se〆o6asjdjumpru7lopA〃um

Septo6asid血、m〃αAnG

VnIsqambi”s

Armi〃α（e〃αIa6escG"s

綱原不群

＊
PAy〃Cs〃cIasp．

ワ
』
４
－
③
？
】
ク
〕
９
』
一
戸
⑥
１
今

ナラタケモドキl）

こぶ"；

ユスラウメ

（ナシ亜科）

ザイフリボク

ゴトネアスター賊

PrwM“ICｧ､〔･"10Sα

（MaIojd“G）

Amejanc耐Erasiqii“

CoIo7l“s1er烏pp．

すすかび綱8）

縄斑病

CGrcosporasp，

CercosPoracolo”“1erjs

1

3
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発"j程度＊＊
Dis“Sc・

馬cvcrily

〃I原萌（が生Wi）

Pm1hoNcI,(Pt‘r“iIc）

桝名

Namcoidis“Sc
寄生械物 H“11)Ianl

(､ﾉlaG''0'“/“sme"sisl2lかび斑ﾉ}"ji

C・sp“jOsα 斑点瓶

赤A1〃1

脚斑"；

Cr““即soｪyaC“l加 すすかび満

Erio6oI可αノqponim 刈斑病

灰斑桝

PﾉMJ〃ｧliaHIa6m 榔斑病

R“rruIa1a 勿

凡ur肋iα““〃“α 赤111.満

RIﾉi〃“qUar．jα"is〃

殉ruCanlAaCrmt4I“α 糊斑揃

Rml拝“〃i/b"a〃

R加蝕ioIepismdicq〃αr・加恥rrgrjmα紫斑病

ごま色斑ﾉﾉ加j

’'1斑"』

心
Ｊ
〆
切
５
２
５
《
。
ワ
ｅ
ｌ
１
５
Ｆ
、
４
３
心
』
４
３
一
一

C(？γ“付pｨ)rc〃asI)．

Cermけﾉ》0mc"dbni“

G""'no付"0run郡14剛α““i“m

Mars“"mamro“”α

CercospomCmt“gi

Cer“叩oγαGrio6o1ｧy“

P“!αｲo"αん卸2r“

C”“sPorapAo〃m“

〃

Gy"lnosPor皿戚u刀lsp.

〃

Ccr“sporaノwrα“剛1A“

〃

CerCoSpomtﾉioIa刀lα“Ians

Enl0"l0spOrIwnmcspi〃

P“mI0〃α島p、

6）’2）MacrOp加masI)．S”1oIia部p、

6）
ﾉ渦y〃Ogii“α馬p・

カリン

ボケ

セイヨウサンザシ

ビrフ

チ

モ
Ｈ

チ
メ
カ
サ

モ
ナ
カ
ツ
ン

メ
カ
ツ
マ
カ

ナ
オ
マ
カ
ラ

カ
オ
カ
ケ
ー
ヒ

シャ'ノンバイ

マメ科

フサ7.カシア

メラノキシロン

LGg'4mm0s“

AC“iade“rre””『．。“16“α

A“cjamejα"oxyro〃

４
４
１
５
４
４
３
１

蛎枯

病け

桝
病
岬
病
病
病
病
た

紅
戒
め
斑
斑
枯
瓶
ら

炭
炭
さ
角
側
葉
炭
な

GIし"MPrc〃αc"lguI“α
p

Gj07nGrG〃αciI昭1JIqm

Bof7y(心p加erjasp、

CercospomcAi”“

Cerco叩omJq伽mi

CGr“sporqI“Gns

GIomGrc〃αcmg'jIa1q

Armi〃αrjc〃α刀,e〃“＊

ハナズオウCGrcischm”sis

キングサリLα“mum”Igqre

キノ､ギLespedezα“e噸erj

ニセアカシアRo6miaps“doamcia

エイコクトケナシR・ps皿血mcjα“γ･”l6rqcu"たγα
二七アカシア

フジWis1erjα〃ori伽､血

トウダイグサ科EupAor6iα“αe

ナンキンハゼSapi1jm“6iん、m

ユズリハ科Dap加加Ay"α““

ﾕズﾘﾊDap航ip伽"umm0cropodum

ヒメユズリハ、.！e〃ism”i

ニガキ科S”qrou“““

シンジュ(ニワウルシ）A〃α､f地ぷα〃issimq

ウルシ科A”“rdjac“e

ケムリノキ(カスミノキ）CO〃n“CO“ygriq

ハゼノキR伽s”c“｡α､“

4こぶ病 ErmjniaAer6j“Ia

5）
Guig71ardia笥p・

ワ
ー

CGγ“SporqdQp加加加"』2

5）801ｱｮﾉ｡sph“rjasp．－
＊

I刑"〃osncIQsp。

柵斑桝

5うどんこ綱 f折y〃αc1miaco可/“

１
２

斑点病

斑点桝

Cer“sporqco〃nj

P的"osficfqI0ｪi“



'1,河誠司：柵|M1県における樹木の病害 7

発病程度＊＊
Dis“se

scverily

蛎原繭（寄生繭）

PathoRci1(Parasi1c）

病名

Namcofdi餅“瓢P
寄生械物 H(〕slplanl

とうそう〃イ

うどんこ綱

4

5

SJ)伽“IC狐αγﾉICお

U"c伽‘IaUemiciんr“

ハ･ビノキ j"l““c“山川“

カエデ科

イロハモミジ

ノルウェーカエデ

アワブキ科

アワブキ

A“γα““

ﾉ！“rpaj"lα血"’

八．pI“”ojd“

Sa6iace“

〃G〃osmα〃1J『iα""la

黒紋病

うどんこ"；

３
５

RﾉWI”“α“γ”"1

s““｡“αsp．

＊
A“id加抑lsp．

＊
G加仮Iardiasp．

さび病 3

モチノキ科

ナナメノキ

ヤバネヒイラギモチ

イヌツケ

モチノキ

A“i/bjiac“G

〃excAme肺sis

LcOm”m

Lcr“α“

ﾉ．i"lG窓丁α

斑点蛎

白も病12）

斑点病

無紋病

斑点摘

斑点摘

とうそう蛎

CcrcoSpoγan“Ioi

C印加I“r“ひか““"s

5）
剛("“郭)．

CGr“sporai〃CiCo/n

Rhy脈､α〃icis-IQ"/b"“

Ceｱ･“sp0msp･

Ccr“sp0m〃“toi

Sp加“ｲ0"lajapo"i“"’

４
２
１
１
２
５
５
５

クロガネモチ

ウメモドキ

ﾉ．roj”ぬ

I．sG7、γα加

ニシキギ科

電サキ

ブド'ﾝ科

ツタ（ナツヅタ）

CGI“けα““

Euo"gmusjapOr1ic”

V"α““

ノセrtAemcjsstｨsIrj“spid“a

うどんこ蛎 0城u"I“o"g”ゾQpo派c“

AIαcγoﾉ)AOmQsp・

CGrCosPorariaC伽e〃i

PAy〃“iicIasp・

ﾉﾘlaAU”ornsp．

４
一
３
５
３

洲斑病

網色円』11橘

さび病

ホルトノキ科

ホルトノキ

シナノキ科

へラノキ

7.オイ科

フヨウ

EJ“0“mα““

EIα““m“”'0"i“s

7､iIiaceae

Ti〃αル血sian〔1

Mα肋αc“e

〃必is“smu1a6iIis

10）
ﾉﾝﾊﾘ〃Cs〃ctasp． 2

すすかび綱8） CGrcosporG”cγ“or(l ‘1

幣化病5）

榔斑病

病IkI不脈

6）
ﾉﾂW"Cs"c1asp,

CO功nG噸0mAめjsci

2

－

1ムクゲ

グミ科

ナワシログミ

ミソハギ科

サルスベリ

〃・syTiac“

Emmg7Race“

EIα“g1ms”"g飢獅

LgtArQc“e

Lage溶けCe”nmdj“

ﾉ!“〃jI4msp.＊さび病 3

洲斑病

うどんこ〃；

Cer“sﾉ)〔jrqIy肋mc“mm

U"cimIα“s〃iann

ワ
】
Ｐ
⑨

フトモモ科

ホソバプラシノキ

マルバブラシノキ

MWjac“e

Ca〃islemo〃〃"“r齢

c、γjgi血s

｢1も病＊

臼も病15）

C印加/“ros2）か““"s

CcpﾉlaI“γ0s〃〃““ns

２
２
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発病程度＊＊蜘噸W崎生繭）

Pa1I1og(Ⅷ'(Par融馬ilc）

〃i名

Namcofdi瓢､“(､
が生植物 IlostI)lIM11 Dis“se

seVerity

ユーカリ賊

ザクロ

ﾒｲj斑ﾘ〃

斑点"j

Cer“付p(ﾉｱ(』PpiCo“0i〔〃付

Ceγ“”0m〃I"li“c

5）
Pﾉly〃“〃cmsI)．

Eu“/”IMssI)．

F1"limgr("lf』11"〃

３
５
１

ミズキ科

アオキ

Com““G

Aucu伽ノapoｱlicq 炭蝋病

斑点病

とうそう病

斑点病

とうそう病

２
１
１
２
５
２
４
３

CO〃GfoIriC加mCmss“》Cs

5）
AIacrOpﾉ'0"lqsI〕、

5）
Phy〃0s〃c1口郭〕･

CGrcosporacomjcoja

EIsin“cOmi

Cercosporα“mjcoIq

Ejsmoemmi

ll）
B“ｧyljscinGr“

ミズキ

サンシュユ

Comusco7l1roUerSq

Co"icmα"s

アメリカヤマボウシC､〃orj血

ウゴキ科

ヤツデ

Ar〔】〃(J“nf

Fh崎iαノ｡ponica 街斑病

！M斑病

２
３
１

CeγCosporq1肥加mG

Co〃“oirjC加、／h齢j“

4）
PesIaIo〃qsp．

ツッヅ科Ericα““

アメリカシャクナケKaImiα／α"/b"α

アメリカイワナンテンL“co1A““l“6α“

アセビPierjsノαp”jca

側斑病

紫斑綱9）

渦斑病

葉斑描

Cerm8pOrq粒/、i“

CGγCosPoraI“CCI加露
6）

CeγCoSPorasP．
●

ﾉ明y〃Cs〃clasp・

CercosPorQ加､｡e〃i

４
２
１
２
３シャクナケ噸 RhodbdGndrondeg7onianum

R・degroniammmr．yα紬8A”α”m

R・maAmo，R･me〃emicA〃.R･sp．

R・yedomse，R･o6tu”、 葉斑病

側斑病

もち病

てんぐす摘

ツツジ類 CercospomAα7㎡e〃i

SeptorjnazaIE“

E工o6“蛾umノaponicum

Exo6“id血mpmt“porium

４
３
２
１

ヤブコウジ科

マンリョウ

ヤプコウジ

カキノキ科

力キノキ

エゴノキ科

エゴノキ

Myrsinoc“c

Ardi8iacrm“a

4jqp〔〕"i“

E6“α““

Dios”γosAqAi

Stym“c“e

SIw“jαﾉ〕omca

5）
剛y〃0Jf〃clqsp･

GI“71(zrdm(lrdisiaG

1

3柵斑"；

角斑落葉病 3Cermspora粒AI

５
３
２

渦斑病

さび病

閥斑病6）

CGrco撒加rqん肋o粒ensis

P財ccmi“1m"’“yracj14m

Cermsporq潟p，ﾉ､ｸｳﾝボｸ

ﾉ､イノキ科

クロキ

S，o6Qsiq

Sy刀lpIoc““e

SU耐pIomsんci血 もち病 Exo6“id血j"'s""Ipjoci･japo師cae 4
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発病程度＊＊
I〕isease

”vcrity

1;j1%噸（寄生繭）

l》utlloKcI,(par融sit(，）

〃〕糧

Name（)Idi爵case
寄生植物 11“11)IaI11

S""lpｲo“Hん(･Mn

O/“““

ChjOm"fA“γ“1Js"ぷ

fbγ珊仏ias"3p”“

Fr“"'”／o"gi“sp“

侭晶pp．

〃邸sImmノQpomcwn

O獄､”!加s／『昭rmsmr・

Syr向19α”/gar心

Apoc"Ⅲα“αe

Ⅳeriummdj“m

Ru6iα““

GQrd”jaj“mmoid“

U71mriarAy"cﾉlOpﾉW〃(j

Ver6e”““

V"“cqma6伽"α

Big7mniα““

RZuIO”majOmG"IC”

6）
Guj〃1<jr(ﾉi(1局p、クロキ

モクセイ科

ヒトツパタゴ

レンギョウ

ヤマトアオダモ

トネリコ頚

ネズミモテ

キンモクセイ

ムラサキノ、シドイ

キョウチクトウ科

キョウチクトウ

アカネ科

クチナシ

カギカズラ

クマツヅラ科

ニンジンボク

ノゥゼンカズラ科

キリ

斑‘‘A蛎

洲斑撫

綱斑蛎

斑紋症

先葉柚蛎

柵斑摘

５
４
５
２
２
４
４

ccγ“”()γ(jchio"α"〃lj－r部財部

ccγ“s"or(』／bγsy1Ai“

CeγcospOrα／γ“”!“13）

Ccrcosporq／raxinjteS
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(1)金子1M平・小河誠司（1983),森林防疫32(7)；7～8(2)小河誠司（1978)，｢I林九支研縮31；219～220

(3胴}藤一雄（1968),伊藤ら：庭木･花木の病気と害虫；139～140,東京(4)小河誠司・小林辛夫（1977),森林防疫26(6)；

7(5)小河誠司・萩原幸弘（1975).森林防疫24(7)；13(6)'1,河誠司（1980)，'1林九支研論33；159～160(7)'1,林

享炎（1971),森林防疫2Ⅸ12;2～3(8)'1,河誠司（1983)，11林九支研論36；235～236(9)'1,林享夫（1975ハ械物防

疫29(8)；318～322（10)沢川兼吉（1959),台湾大農特別fM8：136（11)小河誠司（1983),森林防疫32(5)；15～16

(12)小河誠司（1979)，｢l林九支研論32；325～326（l3堀江iIﾘ遊・小林車夫（1980),東京農試研報13；80（14)小河

誠司（1976）森林防疫25(9);131～132（15)'1,河誠司（1976)．｢I林九支研論29；251～252＊：新記較

＊＊：jIiも激しく発病した株の値を記入，5段階表示。

Ⅲ稲岡県下で見出された

Ceγcospoγα属菌による樹木の病害

1目録

香11（1949,1965)9.31）により、福IMl県内のCeγ‐

cospora脇菌による械物病評が詳しく記叔されている。

しかし、樹木のCerCosPoγα属菌による病蒋は、1970

年代以降緑化4f業が進むにつれ、調査対象となる緬也、

樹祁顛が琳大し、新しく観察したCeγco”oγα属

菌による病害も少なくない。

そこで、兼者は今後の研究の為、当県で発生した

Ceγcospoγα屈菌による棚木の病害を、この際整理し

ておきたいと考え、本報告を計画した。

まず、香月（1949.1965）と筆者が確認したものを

まとめて、表－3にした。また、当場兇本間で1976年

から1983年にかけて調査した結果をもとに、年間発生

消艮を模式図化できる病禅について、図－1にまとめ

た。

当県におけるCeγcoSpOγα属菌による病害は、43

科82ﾙ脇113樹種（変祁を含む）になる。喬月（1965）

の記)1K以降観察されたCGγcOspoγα脇iiによる病気

は、24科42属52樹秘に進し、かなり数多いものとなっ

ている。

次に､1974年以降､兼者が観察したCeγcospora屈

菌による病気の主なものについて、病微、病原菌の形

態、発生状況等を記す。

2発生状況

5月上旬には、初期病徴が現われるものが多く、6

「lには、ほとんどの病気で病微が認められる。病状の

急激な進展は7Ⅱ中旬以降になる

雌初に、新しい病斑上で分生胞fを確認したのは、

Wi木養成畑で2月に激しい落葉を起こしたクロガネモ

チの斑点病（Ccrcosporasp.）であるが、これは特

異な例である。常緑樹の場合、ゲf生旧病葉病斑上に、

翌春4月下旬から5月上旬にかけ新たに分生胞子が作

られ、これが鋪一次伝染源になっている可能性が多い。

落葉樹の賜合は、ケムリノキ斑点病（C・CO"、）が

1月下旬に、ウメモドキ斑点病（C､〃α"oi）が3月

1f｛ijに落葉_上で分生胞子を確認したのみで、他の病気

では翌春に落葉上で分生胞子を確認できなかった。

新病葉病斑上に分生胞子を確認できたのは、レンギ

ョウの禍斑病（C、／brsywae）で、6月上旬であり、

他は6月下旬から8月上旬にかけて形成されるものが

多い。遅いものとしては、ミズメ葉枯病（c,sp.）と

サンシユユ斑点病（C，COγ"iCoI（1）の9月上旬があ

る。

落葉樹の｢|'で病状の激しいものは、エクソコルダ噸

禍斑病（C・“｡cﾉlOrdae)，サクラせん孔柵斑病（C，

Ceγase"α），ボケ類斑点病（C、CydO"iae)、七イヨウ

サンザシすすかび病（C，cγαjaegi）等があり、8

月頃から落葉し始め、9月にはほとんど落葉し、新た

に芽吹いた葉も、再び椛病する。その他ナツツバキす

すかび病（C,sp.)、ケアメリカシモツケ禍斑病（C、

s〆raeIcoIα)、ウメモドキ斑点蛎（C,、α〃oi)、ザクロ

斑点病（C､P,‘mcae)、エゴノキ禍斑病（C・んAY4oAα‐
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表－2福岡県における菌類別の寄生樹種数
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Cercospora属菌による樹木病害の年間発生消長
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表－3福岡県におけるCercospora属菌による樹木の病害
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揃秘

Name（)I（lis皿馬c

病原繭（寄生iW）

Pa1I1o屑Cl'(Pmr“ilc）
徹生械物 文献I-IostI)laI1（

･'1･クラ瀬ノコ.〃､x""oIl,i唾〃 穿孔洲斑蛎

ノ」．×y“O“sjs

モモノブγl"'"ぷ〃(Pr付irqせんｲLﾘ〃

ザイフリボク小派加'(〃cr“mIim．｝､十かび"i

ダンメルシャリンI､ウCりゎ"P“Ic7dmn7”ria 禍斑摘
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七ｲﾖｳｻﾝ呼ｼCraIn噸"ぷ‘j､で"nm"f加－1.すかびり〃
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カナメモチP伽〃'1i〃豚！"bγ(I禍斑ﾙ;イ

31．号{･カナメモチノリ．“rr"l“ｨI〃

クチバナモドキP!ﾉr“‘"'1ﾙ〃α"“s"/b"a禍斑j〃

力･ﾘ:ンデマリP・crm"h"(】〃

シ･I･リンバィPA(!"〃"んﾉ)ぷisi"｡i“I'(!r､伽I《，『聡ri"'α・紫1W.i

バラ伽狩('”．斑点痛
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ｽﾙﾃﾞノ(加綿ノα"('"i“I“師i

ナ･ﾉ･メノキ〃“〈･ﾉ,i"("職i締斑点ハ

モチノキノ．m〃侭、〃･
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猫h;(苗（寄生繭）

IDllilI(,偶”(P鋤I･ilsi1〔･）

病撒

NamcoI（Ii潟(､馬馬〔、
文献徹生仙物 IIo瓢IDIaI11

7.メリカヤマボ‘ツシ(ハナミズキ）C，〃《)”(ﾉ〃

タラノキ，小･(I〃(I（,肋、

ヤツデハイ封if1ノ(I”"ir〃

キヅタ〃P(/Pmr加7"6“

カルミアKα/""〃／α〃/b〃(’

アメリカイワナンテンノ,(,Iｨ(．o"I｡P、!〔,バﾙ“i

7.セビノ)i(､ri蔀ノαﾉ)o"ira

アズマシヘ･クナゲRﾉ'(j"()(/f"(/r(）〃（ﾉ'，月rｨ)"m"""I
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斑点蛎

斑莱病
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〃
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マダケPﾉ'"〃(畷Ifl〔､A"獄ルα"'ﾙ"ｲ，iｲﾙ癖

山本和太郎・前lH己之助（1960)、兵ji磯科火研報4(2)、農生編、51

番月繁孝（1949)、福岡県産Ccrco”0rα術の調査報衿(1)、福IMl県総済部農業改良緋学術椛告l

（1965)、日本産Ce'･CO綴"《)γα鵬i¥i、｜言I菌W湖'1冊l、］～l()O

縦肴が、1983年までに観察したもの

注：l）

α）

6）

c）

l～32
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e"sis)、レンギョウ洲斑病（c、/brsyIhiae）報も激し

い被秤の部顛に入るだろう。

常緑樹の場合、擢病葉は翌春まで特生し、新葉展開

と同時に落葉し始めるものが多いが、アメリカイワナ

ンテン紫斑病（C・Ie"c･",｡“)のように、611すぎま

でf生しているものもある。病状の激しいものは、苗

畑で発生した場合に多いが、一般にはさほど綱状の激

しいものは少ない。ピラカンサ類禍斑病（c,”rac”‐

〃!αe）、シャリンバイ紫斑病（c､〃ioIa,"αc1‘/ams）、

ナナメノキ斑点病（c､〃α"｡i)、アメリカシャクナゲ

禍斑"；（c、ルα/miae)、ツツジ顛葉斑病（c,ノ!(,nde〃i)、

キョウチクトウ雲紋蛎（c・加r”α”sis）などが激し

い部類に入るであろうか。

3Ceγcospoγα属菌による主な病気

病徴・標徴・病原閑の形態については、すでに報告

されているものが多いので、それらについては、認意

点のみを記城し、前記噸Hの記救が少なく、筋jMな記

述にとどまっているものについては、その噸目につい

ても触れることとした。

（1）ミズメの葉枯病（CGrcospoγαSp.）

ミズメ（B“uIagrossα)は、カバノキ科（Bc伽la－

Ceae）のシラカンバ鵬（BetuIα）の落葉高木である。

カバノキ科の植物上には、ハシバミ属（Cor”S）の

ツノハシバミ（c,SiG6oIdim)'）とP!‘rpmγ“（c､，"α‐
x”α)3)上にCercospoγα属繭による葉枯蛎が記載
されているが、Be伽/α属植物上の記載は、ミズメ

（小河，1980)2)以外には兄当たらない。

本病は、1978年9月に当場見本I劇（黒木町）で観察

したものである。

（2）ハシバミ類の葉枯病（Cercosporasp.）

カバノキ科（Be2ulac“e）ハシバミ属（COγyんs）

植物上には、小河（1978)'）がツノハシバミ（C・sie‐

6o〃iα"α）に、堀江・小林（1980)3）がCoryI1‘S〃!α‐
工加α上にCerCospora属菌による病気を記戦し、病

名を蕊枯蛎としている。堀江・小林（1980)3）は、

Chupp（1953）’4）のモノグラフ上に記戦されている

CercosPoracory〃とC・cory""αとの違いを述べ、

本病原菌の種の決定は保留している。

カバノキ科植物上のCerCospoγα属菌による病気

としては、シラカンバ鵬（BG伽/α）のミズメ（β，

grossα）12に葉枯蛎2）が記赦されているが､分生胞子
等の詳細な調査がなされていない。これらカバノキ科

械物l:のCcrcospora鵬繭については、菌の形態等

の1洋細な検討が必要である。

（3）ホソバヒイラギナンテンのすすかび病

（CcrcospOraOgawae）

111珊兄本側のホソバヒイラギナンテン（Mapﾉlomiα

/brI""cj上で、1975年511と10月に採柵した標本を

もとに、CercoSpora脇繭による病気を記戦したのは、

小河（'976)4）であり、その後小河．,l､林（,977）5）

が同一樹の蛎葉をもとに、病徴・病原菌の形態を述べ、

病名をすすかび病と命名した。香月．小林（1982)6）

は、本菌を新種として、棚名をcercospoγα09“,αe

とした。

本病の病微の発現は、6月下旬から7月初期で、新

病葉病斑上の分生胞子の確認は7月末期であり、第一

次感染源は良く樹上に符生している旧病葉病斑上に5

月上旬砿に作られる分生胞子によるものと考えられる。

（図－1）

（4）マンサクの褐斑病（CeγcosporaAamα",e"dis）

雌初、葉に0．4m前後の水浸状のわずかにIⅡ1んだ病

斑が作られ、次第に大きくなり、0.5から，､0m〃の略

い茶鼎の斑胤となる。拡大病斑は、熟禍色でやや角ば

った不整形蛎斑となる。葉典は、葉表と類似した病徴

を示すが、やや不明瞭である。

マンサク（〃αmα"'2"sノapo"ica）上にcercospOra

屈繭を雌初に記録したのは、､富樫．香月（1952)7）で

あるが、〃j原菌の所脇を記録したのみで、病徴．病原

菌の形態の記赦はない。I｣1本・前田（1960)8）は、病

原菌の形態を記載し、病名を禍斑病と命名した。番月

（1965）9）は、病徴．標微．病原菌の形態等を記鮫し

ている。本病は、当鳩兇本間のマンサ､ク上で1974年9

11に兇出したものである《，

（5）ヤマハンノキモドキのすすかび病

（CGrcOspOγqsp.）

葉に1，町前後の暗禍色円状斑が作られ、のち拡大し

5mm前後になる。葉緑部の病斑は葉縁沿いに拡大し、

病斑の進展により葉枯状となる。健全部との境界は明

瞭である。葉裏は褐色斑として現われるが、他全部と

の境界はさほど明瞭ではない。葉両面の病斑上には、

略緑褐色で毛ば立った菌体が多数形成される。

第一次感染源は確認していないが、新しい摘斑は7

月噸から'1立ち始め、811上旬になると分生胞子が形

成され、lOjlには認められなくなる。病状は激しく9

月中にはほとんど落葉する。
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分生子梗は短かく、分生胞子は単生､先がやや細く、

3～4節で無色またはやや緑味を帯びる。大きさは、

35～75批×2～3〃・

ヤマハンノキモドキ（Fojhe電"｡〃lon〃CO/α)は、北

米原産のマンサク科（〃α'"αme"｡αc“c）の植物で当

場見本間に数本植栽されている。本揃は、1978年9月

に見出したものである。

マンサク科植物上では、富樫・香月（1952)7）と111

本・前'11（1960)8)によりマンサク賊（マンサク：

〃α"'α"'e"sノapo"ICα)、ミズキ属（ヒュウガミズキ：

Cor血pSisP”ci"orα）にCerCospoγα屈菌による禍

斑病（C､ノ!α'7'αme"dis）と斑点病（C・COγy/opsidis）

が記Ilmされているが、Fo"'2γg"α属械物上のccγ‐

cospora属菌の記載は、小河（1980)2）以外には見当
たらない。

（6）サクラ類のCeγcospora属菌による病気

福|M1ﾘIl下で筆者が槻索した斑点病および穿孔性禍斑

病の宿主は次のとおりである。

○斑点病（CercOsporapγ”icO/α）

オオシマザクラ（Pγ”“／α”“i”α”γ,spesmsα）

ソメイヨシノ（P､xyedOe〃sis）

○穿孔件禍斑病（Ceγcospoγαcerase"α）

オオシマザクラ、ソメイヨシノ

ミヤマザクラ（Pru”Sm“伽｡”ICZ"）

ケイオウザクラ（P、keio-zakuγα）

ヤマザクラ（P､ノα",asαAuγα）

ヒカンザクラ（P.cα,"panuIajα）

（7）ザイフリボクのすすかび病（CerC｡”Orasp.）

葉に1mm前後の11冊禍色病斑が作られ、のち拡大し、

葉脈に'又切られた不整角斑となり、大きいものは十数

mnWに達する。病斑と健全部との境界は，mm前後に脱色

黄変し、黄変部は周辺に拡大し、病葉全体が黄変する。

裏面病斑は褐色で健全部との境界はIﾘ,脈である。病斑

部には光沢のある黒色,1,粒点が多数作られ、やがてH1ヤ

灰褐色の毛ば立った繭体で種われる。

分生子梗は、無色または淡緑色、単細胞で短い。分

生胞子は、無色または淡緑色でl～4節、祢生部は;ド

渦で、雅部が太く、先がやや細まり、庇または一方に

わずかに悲曲する。大きさは､27.”～57.5浬×2.5脚

～3.8〆である。

本病は、当場見本l側に械栽されているザイフリボク

（A'､e/α"c/lierasiα〃cα）に、1982年8月に兄出した

もので、小河（1983）'0)は、ナシ亜科（MaIOid“e）

のA'"eI('"cﾉ!/eγ属にCeγcOsPoγα属i¥iの紀救がない

ことから、病名をすすかび病とすることを提11ハしてい

つ

つo

ナシ弧科械物上には、Ce,．cospoγα閥繭の記載は多

く、Ch“"《,"12les風（C､sPesiosα）にCeγcospora

C”0版ae（斑点病)、Colon“sleγ風（C，cα〃Ci/b〃α，

C､。α、"'2γio，C、fγα"C/le1〃，C,horiZo"lα〃s，C，γo‐

加"｡〔/b〃α，C，蜘加j/b/伽8，C･”αterGγi）にCer-

cosPor(JCCI”“Sieris（柵斑病)、Cγαl““s属（C、

"'o"09”α，Coxyacﾉ!α"I伽）にCercospoγαcγ“αegi

（すすかび病)、E,．io6olγ"α属（E,japonim）とP加一

〃〃iα属（P,gIabγα，P､sGr“atα）にcercospOγα

”o""i“（禍斑病)、Pyracanlﾉ,α属（P.α"gus輝か

〃α，P､CO“肋“，P．cγe”tOsGrγatα，P．cγG”ﾉatα）

にCerCOsPorα”γαcα""lae（褐斑病)、soγ6us属

（S、aria，S、αi』“Pαγiα，S・doCorα）にCeγcospo－

rasp．（すすかび病）が現在までに記戦されている。

ザイフリボクのすすかび病菌の種の決定は、これら

ナシ亜科柿物上の病原菌の形態的差違はもちろん、相

互接種による検討も必要であろう。

（8）コトネアスター類の褐斑病

（Ceγcospoγα“to"“ste”s）

本病の記赦は、小林（1975)’1)が、農林水産省林業

試験場浅川実験林内のヤナギバシャリントウ（Cotone-

asjersα〃ci/b〃α）上のCeγcospoγα脇菌による病

気に禍斑病と命名したのが雌初で、病原菌は香月．,j、

林（1976)'2)により新種としてCeγcosp｡γαcOt｡〃“s-
teγjsと命名記載された。

本病の宿主として、堀江ら（1976)13)が1975年秋に

北九州市と調布市で採取したベニシタン（c､加γi之｡"‐

tα"s)､堀江．小林（1980)3）によるフランシェシャリ

ントウ（c、／γαnch“")，C，thymi/b〃s，c、！"αtere”，

筆者（1980年未発表：当賜兇本圃）が観察したヒメボ

ケモドキ（C、γo”n.油〃α)，ダンメルシヤリントウ

（c,。α、"leriα）があげられる。

本病による病状には差速が認められるが、外国から

導入械栽されているコトネアスター額にも今後発病が

確認される可能性は大きい。

（9）セイヨウサンザシ類のすすかび病

（ccγ“sporaぐγαIqcgi）

本病は、当場兇本I罰lの七イヨウサンザシ（cγαIa-

eg““”cα"tﾉlα）l篭に、小河・小林（1977)5)が1975

年9月に兇州し、病名をすすかび病と命殺したもので
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ある。その後、堀江．'1､林（1980)3）が、東京都立川

市でヒトツブサンザシ（c､，"onogy"α)上に新たに木

病を記録した。しかし、両報告とも病原菌が、cr0加一

e“sα”/b〃“と七イヨウサンザシ上に記救されて

いるCeγcoSpor0Cr“αegi1.1)に類似するとしたが、
柿の決定を係w{していた。喬月．小林（1982)6)は、

本病原菌をChupp（1953)'4)のモノグラフとSaccar-

do（'905)'5)の報告をもとにCercospoγαCγQ“egiと
'iil定した。堀江・小林（1984）16)は、新橘主としてカ

ラタチサンザシを追加している。

（'0’工クソコルダ類の褐斑病

（cercOspOγα“OcAor(fae）

本邦における本病の簸初の記救は､小河.鋤乳(197517）

が当場兇本側に1本植栽されているEmc/lordagirα‐

/d〃上のCerC()Spoγα属菌による病気の病徴を若干

記城したもので、その後、小林（1975)11)が、同一木

からの標本をもとに、病徴．病原菌の形態．極の所屈

および病名に言及している。本病原菌の純の同定は、

喬月．'j､林（1977)'2)により、CercoSporα“｡cﾉioγ‐
｡αcと決定された。その後、堀江．'1､林（1980)3）が

ExochOrdaraCel"OSα上に木病原菌を記録している｡

当場のエクソコルダは、4月上旬にはほとんど展葉

し、5月上(1)には病斑が形成され始める。病斑上に分

生胞子が作られるのは71≦l上旬である。病状は激しく、

9月上旬にはほとんど落葉し、再び腰葉した葉も再椛

病し、11月まで分生胞子が認められる。しかし、翌春

の第一次伝染源は、病落葉上に作られる分生胞子と考

えられるが雌認していない。

（''）ユキヤナギのすすかび病（CerCoSpoγαsp.）

本病は、小河（1983)'0）がユキヤナギ（s〆γαea
j加加6eγg"）上で見出し、揃名をすすかび病とするこ

とを提隅しているが、病原菌の形態の中で子座につい

ての調査が欠け、CeγcosporG"α属菌の可能性はない

かとの指摘も受けている。本報ではCercosporasp，

による病気として記載するが、今後病原菌の形態を群

細に検討し、再度綴告したい。

（12テマリシモツケ類の褐斑病

（CeγC“poγas〆γ“jCoIα）

本病は、小林（1971)18)がケアメリカシモツケ（Pﾊy－
socamMsO”〃ん"us）上で兇出し、蛎徴．病原菌の

形態等を詳述し、本病原i¥iは、Chupp（1953)14）がI肥

'1ⅢしたCeγ“sporosP〃α“CCIαに一致すること、お

よび病名を禍斑病とすることを提I塔した。また、周藤

（1974）'9)は、本病をテマリシモツケ（Physocar”s
aml4re"SIS）上で観察している。その後、，j､林．佐藤

（1976)2())は、本病h解iの生理生態的実験を行い、本

病原菌は、cerc“poγas〆raeico/αに包括されると

している。福岡では、1974年9月に当場兇本圃のケア

メリカシモツケー|:で本蛎を観察している。

（13）キングサリ（キンレンカ）類の褐斑病

（CercoSpoγαjα伽r戒）

本病は、近藤・斉藤（1974)21)、，1,林（1974)21)に

より、茨城県林業試験賜柵内のキングサリ（Lα伽γ‐

”m”/gare）上で記錬されたのが雌初で、病原菌の

穂名は、香11・小林（1980)23)が上記資料によりCer－

COSpOraIa伽『郡と決定した。その後、堀江．小林

（1980)3)は、L，α/”,i""，L・”teγeγiおよび近縁

のL・c”susadα"liを新宿主として記載した。兼者

は、1978年7月に当場兄本圃で、本病をキングサリ上

で兇出し、病名のみを報告している241

（14ユズリハの褐斑病（Ceγcospoγαdα”"ゆﾉi"〃i）

堀江・'j､林・菅I{I・阿部（1975)25)が、東京都立神

代植物間のユズリハ（、αﾉﾌﾉ！"jpﾉiy〃剛",沢αcγopodI""）

上にCeγ“spoγα鵬淵による病気を兇出し、禍斑病

と命名記峨したのが、本病記録の般初で、次いで小河

（1980)2）が、1979年8月に当場兇本間のユズリハ上

で本瓶を観察している。

本蛎原繭は、香11・小林（1982)6）により、新郁と

して、Cercospoγαdα”"ipﾉig〃iと命名された。

（13ケムリノキの斑点病（Ceγcospoγac｡"､j）

ケムリノキ（CO",,"s“ggygγjα）上に、CGrcoSpo－

ra麟菌による病気を雌初に記載したのは、小河．萩

原（1974)'7)で、そのIf[ぐ後に、小林､(1975)11）が同

一木からの病葉をもとに、病徴、病原菌の形態を詳述

し、病名を斑点病と命名している。本病原菌の祁名は、

香月・小林（1977)'2)により、新穂としてCeγcOs-

poγαCO""iと命名された。本病原菌の記録は今のと

ころ当期のケムリノキのみである。

本病原菌は、陳野（1977)26)が、Ceγcosp｡『αsG9uo－
iaeの人工胞子形成法を応用して、樹木類20極のCer‐

COSpOγα鵬菌について胞子形成を試みた実験で、菌核

体表の各所に良く胞子を形成するなど特色がある。

本病の病斑形成は、6月上旬に始まり、分生胞子は

7月下旬から8月上旬に多く形成され、済生病葉上で

は年内まで分生|胞子が認められる。また、翌年111下

旬に病落葉上で分生J胞子を認めたが､その後は観察でき
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ていない。

（'0クロガネモチの斑点病（CerCoSPorasp.）

内藤（1940)27)は、モチノキ（〃exmIegrα）とナ

ナメノキ（ﾉ．oﾉ｡“、〃上に各々 cercOγ"｡γαi〃ci-

coIaとC・’"“eを記'鮫していもが、樹係（1942)28）

は、ナナメノキの病原菌がCercosporα〃,aieと災な

り、他の記救棚とも異なうとして、Cercospoγ(,〃αi-

toiTogas}1iと命名記,I＆した。この病原菌は、ウメモ

ドキル(I（ウメモドキ：ノ.seγγatα，イヌ『ンメモドキ：

ﾉ･sGrrataUar．“gu"dis)の斑点病29)を引き起こす。

クロガネモチの斑点病30)は、苗木養成段階では、

激しい落葉を起こすなど、モチノキの斑点病の病状と

異なる。また、病原菌の形態の検討が充分なされてい

ないので、種名については、のち程検討したい。

（W）ツタの褐斑病（Cercosporαγjac伽e/"）

蛾初に、ツタ（Par"'”ociss“tγjcuspid“α）上

に、Ccrcospora脇菌を記録したのは香月（1949)31）
で、次いで揃牒・香}I（1952)7）は、本病原菌名を

CercosporaAorianα）とした。香月（1955)32)は、ノ至

久脇産のツタ上のCgrCosPoγα脇菌にも、C､ﾉ,｡『iα"α

をあてている。しかし、ChUpp（1953）’4)･は、これを

C・riac“e〃iの同種異名とした”山本･IWIll(1960)8）

は、これを採用し、病名を禍斑病とすることを提11ハし

ている。

病徴．標徴は、小林（1977)8)に、病陳菌の形態は、

山本．1W田（1960）に詳しい。

（18）ヘラノキのすすかび病(Ccrcospoγαmjcrosorα）

′j､河（1983)'0)は、当場兄本I削に植絞されているヘ

ラノキ（”"α肺14siα"α）に、1981年lOHに本揃を兇

出し、Chupp（1953)4)が、T"iα脇（T,americα"α，

T・tomentosa，T・cordata，T・pjqmyphy〃Cs，T・”/‐

gαγis）植物上に記戦したCcrcosPorα”crosoγα

に病微および病原菌の形態が類似していることから、

同一桃と同定するとともに、病秘をすすかび病とする

ことを提I唱している。

本邦での”"α属械物のCercospora脇菌として

は、堀江・'1,林（1980)3)が、導入砿T、，｡me"tosα

上にC・sp、を、また東京郁立神代植物|削のオオシ

ュウオオバシナノキ（T･pIa1”伽〃0s）」:と東111械物

園のボダイジュ（T･〃'i”e〃α"α）上に、堀江．小林

（1983,1984）'6，34)が、C，7njcγ･soγαを記戦し、

病名にすすかび病をあてている。しかし、”"αI｡‐

me"tosa上のCeγCospoγα屈鮒は、瓶微．形態の記

戦がなく比較できなかった。

（19）ナツツバキのすすかび病（CeγCosporasp.）

葉先および葉縁から3～5mmの部分に、若干緑味を

残した哉柵色斑として現われ、次第に拡大して、葉を

巻き枯らし状にして、しばしば激しい早期落葉を起こ

し、一兇乾燥害のように兇える。葉裏病斑は、蛾初黄

緑禍色でやがて災間色から網色に変化する。葉の炎典

両面の病斑上には、暗緑色すすかび状物が形成される。

分生胞子は先端部がやや細く、ほとんど悲曲せず、

無色で5～6節、大きさ25～57.5〃×2.2～2.8〃であ

る。

ツバキ科.（Tcr"Sjroe""αceae）植物上には、Tﾉiea

sm”sjsにCercos”γαch“eとCeγcOspOγa

th“e8．9)が記‘|fされているのみで、Came〃iα鵬、

E"γyα鵬にもCercosporQ属菌の記載はなかった。

'1,河（1980)2)が、Stei‘αγ"α脇のナツツバキ（S・

pSe“o-Came〃jα）上にCeｧcospoγα属菌を見出した

のが、ツバキ科植物上での3回I|の記救となる。棚名

については、後11，香11幕により検討されるものと考

えている。

”サルスベリの褐斑病

（Cercospoγα〃"lracearum）

本病は、香月（1965)9）も鹿児脇市（1949）と鎌倉

市（1960）の標本により、Cercoγpoγαのモノグラフ

に入れているが、福岡県内の記録はない。筆者は、

1975年9Hに、久留米市文化センター内のサルスベリ

（LagG『slγoemjα加dica）上で、本病を観察した。

岨1）ユーカリ類の角斑病

（CeγcosPoγαepiCocco〃“）

本病原菌の術主は、EucaIypusgIo6ulus9，31,35.36）
のみであったが、筆者は、1980年10月に、久留米市合

川町の切花園において、E，『o6usta上に本菌を観察

した。柵岡県における本病原菌は､香月(1949,1965)9．31）

が、福lMl市箱崎九州大学椛内のE・gjO加血sの採取標

本をもとに記載しているのみであった。

”ミズキ類の斑点病（CeγcosporQcor"icoIα）

CercosPoracornjco/α菌は、アメリカ合衆国ミシ

シッピー州において、アメリカヤマボウシ（ハナミズ

キ：Cor”sβoridα）に始めて記叔された菌である。

わがllilでは、ミズキ（C・CO抑tγ”Gγsα)8，9）サンシュ

ユ（C、o〃7cmα〃s)8,9.19.29)、クマノミズキ（C、6－

rachypodα)9)、アメリカヤマボウシ5）上に斑点瓶を
起こすことが知られている。
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’23’カルミア（アメリカシャクナゲ）の褐斑病

（CerCoSporaルα/"li“）

堀江．'1､林・佐々木（1976)37)は、東京部と鹿児‘Ii,｝

県のカルミア（KaI",iaIafj/b〃α）’:に、Cercospora

脇繭による災のり",i1fを観察、〃j秘をﾙ斑瓶とし、リIjj原

菌をCerCosﾉ》oraAaj"liaeと同定した。その後、堀

il:・'1,林．佐々木（1977)38)は、水瓶の"i徴、〃i原iMi

の形態を‘洋述し、#〃渦および病原Wi同定の経練をIﾘlら

かにしていも。また、堀il:・小林（1979)39)は、本"i

原繭の術i:範囲をツツジ科械物,4iI(1W,棚含む）で確

かめ、カルミアのみが発病することを確認している。

禍l肋l県では、1982年9月にlllj笹丸町で本病が観察され

ている’0）

’24アメリカイワナンテンの紫斑病

（CercoSporaIeuco",0Gs）

′1,林（1975)'1)は、当瑚兄本I測内のアメリカイワナ

ンテン（L““lAoGmt醗加ei）のCGrCospora鵬菌

による〃j奴を紫斑ﾘ〃と命撒し、描微．病原1Wの形態を

詳述するとともに、揃原崎がCerCo8poraI“CO1h0“

に噸似すると記'1Nしている．その綾、香月．,l､林（19

77)'2)が、本蛎原lWiをCcrcom0rα／“c･",oesと同定

した。イワナンテン鵬には、堀加:・小林（1980)3)が、

L“COfﾉiOe／bnlα"“iα"αを本瓶の術主としている。

”ハクウンボクの褐斑病（CercoγporasI).）

′l､河（1980)2）は、1978年1011に当場兄本I創内のハ

ンウンボク（Slyr“o6assia）上で本病を観察し、エ

ゴノキ（S1yr“jQponjcum）の糊斑瓶に準じて、病名

を柵斑病とすることを提11ハしている。病原菌について

は、‐f座、分生ｲ･便の大きさを調査していないので、

S1yr“jqpo〃iCUm上のCeγeoγporaんﾙUO加enSiS9）
に棚当するかどうかは、後u検討したい。

26）トネリコ類の褐斑病（Cercosporα／r“i""es）

トネリコ（Fr“misj“”icα）に発生するcercos-

porα城崎による病凱に、〃｝藤（1949)40)は、禍斑病
と命名記'|Ⅲした。′l､林（1973)4')と荷H（1973)42)は、

ｲi川県松脈市の採取標本によって、極をCercosporα

/r“”!“と1両l定拙liしている。また、本"；原1鼎iの術

主に、コバノトネリコ（F･／o"gi“s〆s)､ヤチダモ(F・

"l(mdsuγiCa)、F●““/Si('r，トネリコ（堀江．小林：

1980)3)が‘把録されている。，1,河（1979)24)は、当場

兇本間内のヤマト．ﾉ・オダモ（ゴバノトネリコ）上に、

1978年lOIlに本蛎h;｛菌を兇出し、〃j名なしとして鞭衿

しているが、′l､林（1973,1980）が、ヤマトアオダモ

もトネリコ瀬の禰皇|§として妃仙していもので、訂正す

る。

伽ネズミモチの斑紋病（Ccrc('spor(z／igl4s〃i）

葉に31mIil後の茶から略い茶の'11斑が作られる。境

界部には、燃洲色の多少慌り上がった狭い僻ができる。

のちに摘斑は拡ﾉ《して、8～~|,散､mになり、茶黙の輪

紋が2～3条作られ、輪紋状を呈する。ゆ合病斑は、

不規11llな111斑となる。唯典は、伐茶で|雨l様に茶色の輪

紋が作られる。〃j斑部には、lIlFいオリーブからオリー

ブ黒のすすかび状物が認められる。

一般に病状は激しいものではないが、生育環境によ

っては、かなり激しい被そif樹が蝿められる。病葉は長

く符生し、411中{ﾘには、病葉の病斑裏面に分生胞子

が給状に密生しているので、これが第一次伝染源にな

ると考えられる。

新しい病斑形成は611‘'1句で、分生胞子の形成は

7月下｛Ij頃からである。

分生子棚は、45～63〆×4.5～5.0浬、分生胞ｲ.は無

色でif〔または伽かに恋!'|Iする。隅I脱は，～4個、大き

さは、53～78脚×3.8～5.()似である。

本描は、当j脇兇本'典'のネズミモチ（〃gusIγu",ja－

pomc1‘"↓）上で、1976年7〃に槻栄したものである。

南部（1921)‘'3)が、I』1k林業賦験場繭11Nのネズミモ

チ（Lj“sfγu"ljapO"iC""1）上で観察記録し、次いで

山本．前1Ⅱ（1960)8)が肥戦し、香月・(1965)9）は、

東京浅川で1961年611に採取した標本をもとに、Cer-

COSpOraのモノグラフに入れている。その後、周藤ら

（1974)19)も本瓶を報杵している。兼濁の観察では、

分生子便および分生胞子の大きさが、香jI（1965）9）

の記戦したものより若干大きいが、病徴．病原菌の形

態は、ほぼ一致している》

U8’レンギョウの褐斑病（CGrCosporQ／b『Sythiae）

本病の病徴･ｿ"原萌の形態については、'1,林(1975)'')、

香月．小林（1977)'2)、，l河．萩原（1975)17)に‘洋し

いのでγi略する。

モクセイ科（0/eαcc“）他物上には、cerc｡”｡『α

c/'j”("'"li-γ“”i（ヒトツパタゴ：chmmt“sγ“Ⅱ‐

”s)、c・fr“加皿Gs（トネリコ：Fγ“misjapo派Ca，

コバノトネリコ：F，／･"g/“s〆s,ヤチダモ：F・〃Mm-

dsuriCα'侭““Isioγ)、C、〃gUsfrj（ネズミモチ：

Lig14sIγI"njapO'liC""l)、C、／〃(Icis（ライラック：

SyrmgaUuIgaris）のCerC“pora臓菌が知られて

いる。符11．'1､林（1977)'2)は、本病原繭を新伽とし
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て、Cercospoγα/bγs"!〃αeと命名したが、モクセイ科

植物上のこれら棚の異1両lは、′1,林（1975)'】）が記述し
たように、広範州な交互接棚による検討が必要であろ

う。

＠91ライラックの褐斑病（Ceγcosporα〃ﾉαC/S）

福岡ﾘ'1での本病の確認は、1974年10月に当珊兇本,側I

に柚殺されていたライラック（ムラサキハシドイ：

syγmga”19α（S）の"j葉による17)。
本病は、′1,林（1974)“)が、茨城ﾘ‘↓土浦市で採取した

たライラック病葉で確認、記戦したのが峨初で、病原

菌は香月．小林（1975)23)によりCeγcosporα〃ja－

cisと1両l定された。

｛30ブッドレア（フジウツギ）の褐斑病

（Cercospoγα“ddIejae）

本病原菌は、はじめ山本（1936)45）によって台湾台

北植物園のアフリカフジウツギ（B14ddIejα〃,adagas－

carie"sis）上で記録されたものである。秀川（19

53)46)は、この摘原菌をﾉL州I遼久‘j雌のウラジロフジ

ウツギ（B、〃e"“唯γα)上に兇出し鞭告した。111本．

前田（1960)8）は、これに病名がなかったので禍斑蛎

と命名した。

福岡県では、北九州市股リドセンターのウラジロフジ

ウツギに､1975年9月に発生しているのを確認したj）

本病は、その後堀江．小林（1980)31により、東京

都農業試験場兇本間内の二シキフジウツギ（B,daUid"）

上でも見出され、本病原菌の北限が東京になった。

（31）スイカズラ類の黄禍斑病

（Cercosporα／o〃i“ricoIQ）

病徴および病原菌の形態等は、堀江．'j､林(1980)3）

に詳しい○本病原菌の本邦での敢初の記載は、秀)1

（1953)46)が、九州僅久‘hのスイカズラ（L･加“γ‘

japOmCα)、ウグイスカグラ（L●grα“〃peS“r・gja－

6ra）上で記縦したものである。その後、堀江．,,､林

（1980.1983）3．34)が、スイカズラ、L”i“ramU｡．

！"craia、L､periCyme”"I上で本摘を観察している。

福岡県での砿i淵は、1982fI§911、川主丸のウグイスカ

グラの病葉による‘，

（32ビブルナム．ダビディの褐斑病（C，〃"“）

本病原菌の術主としては、ガマズミ（vめ!』r”mdI－

I“αIum)47)、ゴバノヵマズミ（V・erosum)、ヤブデ
マリ（V､p〃c“u"lひαγ●to'me"10s""l)、ゴマギ（V、

sie6o！｡")‘'')、ゴモジユ（V､su”e"su",)9)、V，ダ

ピデイ24)があげられる。

Ⅳ摘要

1．WlilMl県における樹木ﾘ〃‘!fについて、l974fl§から

1983年のl()か年に亙り観察した。lﾐな調査個所は、当

場兇本l側、北ﾉし州市膿J1ドセンター、久制米市文化セン

ター、川1ゾしの緑化棚生lr地柵の4か所である。

l()かf|皇に、53科106価16()111の棚水上に、合I汁250

種噸の"j弧を観察記鍬した‘，

これらのうち、CercosPorQ鵬菌による病気が

34科59ﾙ1$85樹砿、さび描が12科13鵬16樹徹、炭そ病と

P伽〃OS〃Clα脇菌による病筑が11科12属13樹棚、うど

んこ病が11科11脇11樹iI，ベスタロチア病が7科9属

9樹価に、それぞれ‘肥録された。

2．柵IMl県で観察記録されたCerCosPoro鵬菌に

よる病気は、43科82脇113棚棚になり、香月（1965）

の記救以降観察されたCcrcos”rα属菌による病気

は、24科42I鮒52樹棚に及ぷ･

Cercosp0ra屈附による〃j弧の中で、29棚蛾につい

ては、年Ⅲ発生消及を‘肥械した。また、1974年以降筆

者が観察したCercospora鵬Ifiによる病気のうち、32

種鮒について、病徴、〃；原1%iの形態、発生経過につい

て記述した。

3．1974年からl983fl§までに柵IMI県で観察された、

ミズメの葉枯病（Cercosporosp.）、ツノハシパミ

の葉枯病（c､sp.）、ホソバヒイラギナンテンのす

すかび"；（C・ogα加“）ヤマハンノキモドキのす

すかび綱（C・sp.）、ミヤマザクラの穿孔性渦斑病（C・

cjrcu,nscissα)、ザイフリボクのすすかび病（C,sp.)、

ベニシタン、ヒメボケホドキ、ダンメルシヤリントウ

の禍斑病（C・CCI”“sIeris)、七イヨウサン.ザシのす

すかび瓶（c、crataGgi)、エクソコルダ・ギラルデイ

の柵斑病（C・“oC伽γdae)、ユキヤナギのすすかび病

（C・sp.)、ケムリノキの斑点描（C・CO〃"j)、クロガ

ネモチの斑点病（C,sp.）、ヘラノキのすすかび病（C，

"ljcr“0γα)、ナツツバキのすすかび病（C､sp.)、Eu．

cα〃”s剛o伽/“の角斑ﾙ>；（C・ePjCoCCOid“)、アメ

リカヤマボウシの斑点〃i（C・cor"ICO/α)、アメリカ

イワナンテンの紫斑"；（C、／G1』coI伽es)、ハクウンボ

クの糊斑"〕（C,sp.）、レンギニ】ウの禍斑病（C、／br-

s"Ihi“)、カギカズラのすすかび"〕（c,sp.)、ニンジ

ンボクの間斑病（C、〃〃iris)、ビブルナム・ダビディ

の柵斑病（C，〃meα）禅のCercospoγα繭による病気

が、所{‘Iまたは斬徹I皇として肥述された。
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ナンテン・………･……………………………・4，13
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ヒサカキ・………………･……………･…………5
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ヒノキ・……･……………･………………………3
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ピャクシン→イブキ・………．．…･……･……・3
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マサキ….……………………･………………・7，14

マダケ….……………………･………………・9，15

マルバブラシノキ・……………･………………・7

マンサク．…･……………………………・5，13．J6

マンリョウ・…･･…･…………………･…………・8

ユ

ベ
ヘ
ベ

ユーカリ瀬・……………………………・・8，14，19

ユキヤナギ………･……………………・・5．13，18

ユスラウメ・・……．．………………………･……・5

ユズリハ・…･……………………………・6,14,18

ユリノキ……．．…………………………･………4

ミズキ….…….………………………………・8，19

ミズメ…….…….……………,｡……,・3.13,10,16

ミツバアケビ………．｡………………………･…4

ミヤマザクラ………･………………;…･………17

ム ヨ

ヨドガワツツジ・…･…………………･…………15

ヨーロッバアカマツ・………･…………･……2．13

ムクゲ．.……………………･…………･……・・7．14

ムラサキシキブ・…………………………･……・15

ムラサキハシドイ………･…………･…・9,15,21

ラ

メ
ライラック・……･………………………………・21

ラデイアタマツ．…………………･…………・2，13メタセコイア…･…．．…｡．……………………･…2

メラノキシロンアカシア………………………6

し

モ
レンギ．ヨウ…･…．.………………9,15,10,16,20
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B
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